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◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

今

年

度

末

に

市
内
全　

駅
が

10

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

市民相互の理解と協力で�

みんなが暮らしやすい�
まちづくりを進めよう�
みんなが暮らしやすい�
まちづくりを進めよう�
みんなが暮らしやすい�
まちづくりを進めよう�

　

市
で
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子

育
て
世
代
な
ど
移
動
に
困
難
を
持
つ
人

た
ち
を
は
じ
め
市
民
み
ん
な
が
駅
を
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者

と
協
力
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
（
一
部
駅
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
）
整
備
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
鉄

道
事
業
者
の
施
工
事
業
に
国
・
都
・
市

が
補
助
す
る
制
度
で
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
成

瀬
駅
（
改
札
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
上
下

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
）
と
小
田
急
線
玉
川

学
園
前
駅
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
４
基
）
の

整
備
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
工
事
中
の
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅

の
橋
上
駅
舎
化
完
成
で
、
全
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
（
注
１
）
が
達
成
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
は
小
田
急
線
町
田

駅
改
札
内
で
補
助
制
度
を
利
用
し
て
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
（
注
２
）

整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
旧
国
鉄
時
代
に
乗

降
客
用
と
し
て
日
本
で
最
初
に
設
置
さ

れ
た
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
町
田
駅
の
既
存
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
改
札
内
へ
の
新
設
、
Ｊ
Ｒ

横
浜
線
町
田
駅
・
小
田
急
線
町
田
駅
等
の

複
数
の
移
動
経
路
の
段
差
解
消
等
で
す
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

注
１
：
駅
出
入
口
か
ら
ホ
ー
ム
間
が
１

以
上
の
経
路
で
ス
ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
で
移
動
で
き
る
こ
と
を
指
し
ま

す
。

注
２
：
人
口
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者

（
こ
れ
を
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
言
う
）
対

応
の
流
し
・
温
水
設
備
付
ト
イ
レ
や
、

手
す
り
付
の
洋
式
ト
イ
レ
等
が
男
女
別

に
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

駅
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
整
備
が

進
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
・
障
が
い
者

・
子
育
て
世
代
等
、
障
が
い
や
困
難
を

持
つ
人
と
市
民
・
事
業
者
・
職
員
と
の

相
互
理
解
と
協
力
が
よ
り
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
で
は
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
（
会
長
秋
山
哲
男

は
福
祉
総
務
課
、
市
政
情
報
課
等
で
、

ご
希
望
の
方
に
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
町
田
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 心のバリアフリーハンドブック

心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を

進

め

よ

う

都
立
大
学
教
授
）
の
答
申
に
基

づ
き
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
外

出
先
、
窓
口
、
買
い
物
等
で
困

っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
と
き

の
応
対
・
接
遇
・
手
助
け
等
に

つ
い
て
、
障
が
い
や
困
難
を
持

つ
人
の
意
見
を
反
映
し
て
、
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
を
使
っ
て
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
で
の
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
世
代

等
の
優
先
利
用
な
ど
に
も
触
れ

て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
ポ
ス
タ
ー

　

町
田
市
は
、
よ
く
「
団
地
の
ま
ち
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
人
口
の
約　

％
、
５

１３

万
人
弱
の
方
が
団
地
に
暮
ら
し
て
お

り
、
団
地
は
町
田
市
の
顔
の
一
つ
と
言

え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
団
地
の
多
く

は
、
建
設
後　

〜　

年
と
い
う
長
い
年

３０

４０

月
を
経
て
お
り
、
建
物
や
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
建
替
え
へ
の
課
題
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

居
住
世
帯
の
少
子
・
高
齢

化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変

化
な
ど
に
よ
り
団
地
全
体

の
活
力
の
低
下
が
進
む
な

ど
、
解
消
す
べ
き
課
題
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
「
団
地
白
書

団地白書２１

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
を
設
置

２１し
、
東
京
都
立
大
学
の
協
力
を
得
て
、

公
団
・
公
社
が
建
設
し
た
団
地
を
主
な

対
象
と
し
て
「
そ
の
現
状
と
将
来
」
に

つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

「
市
内
の
団
地
を
市
の
大
切
な
資
源

と 
捉 
え
、
今
後
も
様
々
な
人
々
が
暮
ら

と
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
団

地
を
再
生
し
、
ま
た
制
度
を
ど
の
よ
う

に
整
え
る
必
要
が
あ
る
か
」
こ
の
よ
う

な
観
点
で
住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
分
析

や
居
住
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
聞
き
取
り
調

査
な
ど
を
中
心
に
実
証
的
な
調
査
・
研

究
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
書
は
、
こ
の
調
査
・
研
究
の
成
果

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
「
団
地
に

は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う

な
意
識
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問

題
を
い
か
に
整
理
し
、
ど
の
よ
う
に
改

善
し
て
い
っ
た
ら
良
い
の
か
」
を
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
白
書
の
閲
覧
と
販
売
（
１
部

１
、
３
０
０
円
）
は
、
市
政
情
報
や
ま

び
こ
（
中
町
分
庁
舎
１
階
11
７
２
４
・

８
４
０
７
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
各
図
書
館
で
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３
３

6
７
２
４
・
１
１
８
７

□問
 

政
策
審
議
室
11
７
２
４
・
２
５
０
３

「
団
地
白
書
21
」
を
発
行�

！�

「
団
地
白
書
21
」
を
発
行�

！�

　

平
成　

年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て
い

１３

た
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
の
橋
上
駅
舎
が

６
月
１
日
の
始
発
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
西
側
の
臨
時
改
札
口

は
廃
止
さ
れ
、
い
つ
で
も
西
側
か
ら
駅

を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
自
由
通
路
が
５
月　

日
午
前　

時

３１

１１

か
ら
開
通
し
、
自
由
に
東
西
を
行
き
来

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
５
月　

日
に
地
元
の
有
志
の

３１

皆
さ
ん
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
相
原
駅
フ
ェ

ス
タ
」
が
相
原
駅
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬

店
、
地
元
の
伝
統
芸
能
な
ど
の
催
し
物

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

橋
上
駅
舎
が�

　
オ
ー
プ
ン
し
ま
す�

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
の

Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
の�

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
の

Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
の�

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
の�
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に�

せんげんフラワーの花壇せんげんフラワーの花壇�せんげんフラワーの花壇せんげんフラワーの花壇�せんげんフラワーの花壇�
最優秀賞最優秀賞�最優秀賞�

　

花
の
香
り
漂
う
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
田
市

と
「
町
田
市
花
と
み
ど
り
の
会
」
共
催

に
よ
る
第　

回
「
春
の
花
壇
コ
ン
ク
ー

６１

ル
」
の
審
査
会
が
４
月　

日
に
行
わ

１８

れ
、
道
路
花
壇
の
部
、
せ
ん
げ
ん
フ
ラ

ワ
ー
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
３
２
８
団
体
の
中
か
ら
花

壇
の
総
合
美
、
デ
ザ
イ
ン
、
草
花
の
生

育
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
、

努
力
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
：
せ
ん
げ
ん
フ
ラ
ワ
ー

優
秀
賞
：
プ
チ
ガ
ー
デ
ン
本
町
田
、
つ

く
し
野
ス
ク
ウ
ェ
ア
ー
花
と
み
ど
り
の

会
、
大
戸
小
学
校

優
良
賞
：
本
町
田
住
宅
花
と
み
ど
り
の

会
、
シ
ー
ア
イ
ハ
イ
ツ 
花  
卉 
の
会
、
神

か 

き

閣
寺
公
園
花
と
み
ど
り
の
会
、
高
ヶ
坂

保
育
園
、
つ
く
し
野
貝
が
ら
公
園
花
と

み
ど
り
の
会
、
ホ
ー
６
緑
の
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
相
原
延
寿
会
セ
ン
タ
ー
裏
花
だ

ん
、
南
つ
く
し
野
つ
ば
き
グ
ル
ー
プ
、

お
花
の
会
秋
桜
、
忠
生
中
学
校
、
武
蔵

岡
中
学
校
、
金
井
中
学
校
、
南
第
四
小

学
校
、
町
田
第
二
中
学
校

努
力
賞
：
老
人
ク
ラ
ブ
相
原
延
寿
会
境

花
だ
ん
、
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
デ
イ
ジ

ー
、
鶴
川
第
二
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
南
大

谷
ひ
ま
わ
り
、
し
ぜ
ん
の
国
保
育
園
、

忠
生
自
然
第
３
ク
ラ
ブ
、
中
村
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
花
壇
、
町
田
自
然
幼
稚

園
、
き
き
ょ
う
保
育
園
、
町
田
第
六
小

学
校
、
小
川
小
学
校
、
鶴
川
第
三
小
学

校

最優秀賞「せんげんフラワー」の花壇

□問
 

建
設
総
務
課
11
７
２
４
・
１
１
２
４

□問
 

町
田
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
事
務
局
公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７

６
１
２

玉
川
学
園
前
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成
を

祝
う
会
（
３
月　

日
）

２１


